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要  旨 

 

ビッグデータならびに人工知能（AI）の時代の到来は、医療保険や自動車保険をはじめと

して保険業界全体に大きなインパクトを与えようとしている。IAIS(国際保険監督者機構)も、

2017 年 2 月に”Fintech Developments in the Insurance Industry”と題するレポートを発表し、保

険業界への影響の様々な角度から考察しているが、まさに、保険業界を挙げて、急速に関心

の高まりを見せているところである。 

保険業界は、医療保険と自動車保険の分野を中心に、急速にビッグデータ・AI 技術の導入

による保険情報のデジタル化が進展している。保険情報のデジタル化によって、従来の静的

データを中心に処理してきた保険設計から、動的データをとりいれた保険設計が可能となっ

てきた。そうした中で、保険事業が IT 企業などとの連携が必然的に強化され、保険業の産業

的地位は大きく揺らぐことが予想される。同時に、保険情報のデジタル化の進展は、これま

での集団的リスク処理から個別的リスク処理への接近を指向することによって、これまで築

き上げてきた保険理論や経営戦略においてパラダイムの大転換を引き起こす可能性がある。 

本研究では、対象を主に自動車保険に焦点を当てながら、保険情報のデジタル化がもたら

す保険経営への影響に加えて、社会経済的影響について考察を行う。 
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